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煙突掃 除 人バ.__.トは、 なぜ 厂最 高 に ラ ッキー」 なのか
煙 突 掃 除 人 の イ メ ー ジ の 変 遷
野 間 正 二
1964年に 制 作 さ れ た 映 画 に 、 『メ リー ポ ピ ン ズ(MaryPoppies)』が あ る。
監 督 は ロバ ー ト ・ス テ ィ ー ブ ン ソ ン(RobertStevenson)。一 九 六 四 年 度 の ア
カ デ ミー 賞 で 五 部 門 を獲 得 し た 。 こ の 有 名 な 映 画 の 原 作 は トラ ヴ ァ ー ズ(P .L.
Travers)の 『風 に の っ て き た メ ア リー ・ポ ピ ン ズ(MaryPoppies)』(1934
年)で あ る 。
そ の な か で 、 登 場 人 物 の バ ー ト(Bert)、本 名 ハ ー バ ー ト ・ア ル フ レ ッ ド
(HebertAlfred)が歌 う歌 が あ る。 『チ ム ・チ ム ・チ ェ リー(ChimChirn
Cher-ee)』で あ る。 ア カ デ ミー 賞 で は 主 題 歌 賞 を 獲 得 し た。 こ の ミュ ー ジ カ
ル 映 画 の 中 で丶 も っ と も有 名 な 曲 で あ る。
『チ ム ・チ ム ・チ ェ リー 』 の 歌 詞 は 、 オ リ ジ ナ ル ・サ ウ ン ド トラ ッ ク 盤 に よ
る と、 つ ぎ の 様 に な る 。
Chimchim-in-ey,chimshim-in-eychimchimcher-ee!
Asweepisaslucky,asluckycanbe
Chimshim-in-ey,chimshim-in-eychimchimcher-oo!
GoodluckwillruboffwhenIshakes'andswithyou
Orblowmeakissandthat'sluckytoo
Now,astheladderoflife'asbeenstrung
Youmightthinkasweep'sonthebottommostrung
ThoughIspendsmetimeintheashesandsmoke
Inthis'olewideworldthere'sno'appierbloke
Ichoosemebristleswithpride,yes,Ido
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Abroomfortheshaftandabrushfortheflue
Upwherethesmokeisallbilleredandcurled
'Tweenpavementandstarsisthechimneysweepworld
Whenthere's'ardlynodaynor'ardlynonight
There'sthings'alfinshadowand'alfwayinlight
OntherooftopsofLondoncoo,whatasight!
Chimchim-in-ey,chimchim-in-eychimchimcher-ee1
Whenyou'rewithasweepyou'reingladcompany
Nowhereisthereamore'appiercrew
Thanthemwotsings,"chimchimcher-ee,chimcher-oo!"
Chimchim-in-ey,chimchimcher-eechimcher-oo!
上 の 原 詩 の 日本 語 訳 は 、 同 じサ ウ ン ド トラ ッ ク盤 の 付 録 に つ い て い る 、 川 村
ひ ろ こ の 訳 に よ る と、 つ ぎ の 様 に な る。
チ ム ・チ ム ニ ー チ ム ・チ ム ニ ー チ ム ・ チ ム ・チ ェ リー
煙 突 掃 除 っ て の は 最 高 に ラ ッ キ ー さ
チ ム ・チ ム ニ ー チ ム ・チ ム ニ ー チ ム ・チ ム ・チ ェ ル ー
握 手 を す れ ば 幸 運 が 訪 れ る
投 げ キ ッ ス を し て お くれ そ れ も ラ ッ キ ー
人 生 を ハ シ ゴ とす る と
煙 突 掃 除 は 一一番 下 の 段 だ と君 は 思 うか も し れ な い
で も す す と煙 ま み れ で 過 ご し て い て も
こ の 広 い 世 界 に こ れ ほ ど幸 せ な 奴 は い な い さ
す す か き棒 を選 ぶ に も プ ラ イ ドを持 っ て
シ ャ フ トに は ほ う き 煙 道 に は ブ ラ シ
煙 が 渦 を巻 く空 の 上
舗 道 と星 の あ い だ は 煙 突 掃 除 夫 の 世 界 さ
昼 も な く夜 も な く
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光 と影が半分ずつ
ロン ドンの屋根の上、何 ていい景色!
チム ・チムニー チム ・チムニー チム ・チム ・チェ リー
煙突掃除夫 と一緒 なら 君 も楽 し くなる
この世 で一番幸せ な時間 歌お う
チム ・チムニー チム ・チムニー チム ・チム ・チェルー!
チム ・チムニー チム ・チムニー チム ・チム ・チェルー!
この歌 の中で、今 回 と くに注 目してお きたいのは、 まず、「Asweepisas
lucky,asluckycanbe(煙突掃除 ってのは最 高に ラッキー さ)」の部分。語学
的に もう少 し正確 に訳せ ば、 「煙突掃 除人はラ ッキー(幸 運)そ の もの と同 じ
程 ラッキー なんだ」 となる。煙突掃除人はラ ッキー を体現 した存在だ と、バー
トは 自称 してい るのだ。
さらにバー トは、 「GoodluckwillruboffwhenIshakes'andswithyou.
(握手 をすれば幸運 が訪 れ る)」、直訳すれば、「私 と握手す れば、 ラ ッキーが
つ く」 とも歌 う。 それ もとうぜ んだ。なぜ なら、 自分 自身が ラッキー(幸 運)
その ものなんだ と考 えてい るのだか ら。 そ して最後 には、 「Inthis'01eworld
there'sno'appierbloke.(この広 い世界に これほ ど幸せ な奴はいないさ)」
とさえ、楽 しげに歌 う。(ここでは、バー トは、 ロン ドンの煙突掃 除人 とい う
設定 だか ら、 ロン ドンの下町 なま りの英語 を喋 る とい うこ とで、Hの 音が抜
けてい る。)
つ ま り、バー トに よれば、煙突掃 除人は ラッキー な存在で世 界一幸せ な人だ
ということになる。
煙突掃 除人 は、ほん とうにラッキー で世 界一幸せ なのだろ うか。
もちろん、 この映画 『メ リーポ ピンズ』は、 ウォル ト ・ディズニーの映画だ
か ら、 きび しい現実 を描 くのが 目的ではない。明 る く楽 しいのがデ ィズニー映
画の特 徴だ。 とりわけ、 この映画は、途中にアニ メの部分 があるように、デ ィ
ズニー のアニ メ映画 の要素 も取 りいれている。そ してディズニーのアニメ映画
の特 徴は、 「子 どもの夢 をは ぐくむ」 ことを主 目的に している。
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だか ら、このディズニー映画の中で、煙突掃除人に扮(ふん)し たバー トが
「(自分は)最高にラッキー」 と、楽 しげに歌い踊るのは、とうぜんなのか もし
れない。 しか し、そのことを考慮にいれても、煙突掃除人のバー トが 「最高に
ラッキー」 と楽 しげに歌い踊ることには、ある種の違和感がわたしには残った。
そこで、その違和感が生まれた原因をさ ぐってみようと思う。
1
まず、煙突掃除人の社会的なステータスはどの辺にあったのだろうか。
バー ト自身 も、「人生をハシゴとすると 煙突掃除は一番下の段だと君は思
うか もしれない」と歌っている。この歌詞からもわかるように、煙突掃除入の
社会的地位は、社会の底辺にあると考えられてきた。というよりもむしろ、こ
の映画が撮られた1964年でも、煙突掃除人は社会の底辺に位置す る考 えられ
ていたと解するのが、この歌詞の正確な理解である。念のために言っておけば、
この映画の時代設定は1910年ころで、原作の時代設定は1920～30年ころであ
る。だから、バー トの歌詞は、1964年ころの大衆の考 え方を反映 していると
解するのは、時代錯誤のように見えるか もしれない。 しか し、映画 と観客 との
関係を考えれば、つまり映画の観客はおおむね同時代の考え方にそくして映像
を見ていることを考慮すれば、時代錯誤ではない。
さ らにつ け加 え るな ら、バ ー トは、原作 では、「マ ッチ売 り(Match
Man)」で、マッチを売った り、路上に絵を描いて暮らしているという設定だ
ったが、映画では、煙突掃除人に変更されたという事実がある。1964年制作
の映画で創 造された役柄だから、煙突掃除人への考 え方 も、1964年とうじの
/人 びとの考 え方を反映 している可能性は高い。 というわけで、1964年ころも、
煙突掃除人は社会階層的には最底辺に位置していたと考えられる。
では、社会 の底辺に位置する煙突掃除人のバー トは、なぜ自分のことをラッ
キーだとか、世界一幸せな男だ と歌うのだろうか。そのことを考える前に、英
国の煙突掃除人の歴史をおさらいしておこう。
料理や暖房などのために石炭や木などを燃やすと、煙や'L.化炭素やイオウ
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や アンモニアな どが 出る。それだけでな く、 ススや ホコ リが暖炉や煙突 などに
た まる。ススや ホコ リが たまると、火が よ く燃 えないばか りか、煙が逆流す る。
さらに、火事 な どの原 因にもな る。 そこで、 そのススや ホ コリを掃除す る必要
がでて くる。そのススや ホ コ リの掃 除を職業 にす る人 を、煙突掃 除人(chim-
neysweep)と呼ぶのである。
英 国の場合、17世紀以 降は レンガ作 りの家が基本 に なったか ら、暖房 も各
部屋 の暖炉にた よる場合が 多かった。各部屋の暖炉で、マ キ(薪)や 石炭 を燃
や して暖 をとった。 とうぜん、 それ ぞれの暖炉 には煙突が必要にな る。す る と、
一 軒の家の中で も、煙道 となる煙突が複雑 に入 りこむ ことになる。三階や 四階
ともなれば ます ます複雑 になる。
複雑 な煙道の掃 除は素人にはむずか しい。 しか も、ススや ホコ リを扱 うか ら、
身体が汚れ るし、危険だ。 さらに、上手にや らない と、部屋 まで も汚れる。だ
か ら、煙突掃除人 という専 門の職業が生 まれたのだ。ただ し、職業 としての煙
突掃 除人の歴 史 をさかのぼ るのはむずか し く、16世紀 にな るまで公的 な記録
は残 っていない(Cullingford[2000]7)。
ジ ョー ジ ・フ ィ リ ップ ス(GeorgePhilips)によれ ば、エ リザ ベ ス 朝
(1558-1603)以前には、煙突が ある家屋 は 「ほ とん どなか った(veryfew)」
(445)そうだ。だが、 エ リザベ ス朝にな る とす でに、 ロン ドン市 内で は、煙
突掃 除人が 「煙突磨 き!(SweepSootHo!)」と呼び声 をあげなが ら、市 内
を流 していた(サ ルガー ドー9)よ うだ。 シェイ クス ピアの1610年ころの作
品 『シムベ リーン』 に も、 「Goldenladsandgirlsallmust,/Aschimney-
sweepers,cometodust.(黄金 のように輝 く若 者 も娘 も、煙突掃 除人 と同 じ
よ うに、死ね ば塵 にな るのだ)」(IVii)と、す で に煙 突掃 除人 は登場 してい
る。 しか もすでに、黄金 のように輝か しい貴族の若者の対極 に位置す る存在 と
して、煙突掃除人が描か れてい るこ とは注 目に値す る。(余談 だが、 日本 で煙
突掃 除人が広 く独 立 した職業 とな らなか ったのは、昔の家屋 はおおむね平屋で、
各部屋 の暖房には暖炉ではな く火鉢 な どを用 いたこ とで、煙突が必要ないか短
いうえ単純だ ったので、専 門の技術 を必要 としなか ったの も原 因のひ とつ だ と
思われ る。)
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しか も煙道(煙 突)は 居住空間ではないか ら、 とうぜん狭 くなる傾 向があっ
た。ダニエル ・プール(DanielPool)による と、 中流家庭の煙突の 内径 は35
センチ×30センチ程度 だ ったが、18センチ ×18センチ程 度の もの まで あた よ
うだ(239)。
狭 く複雑 な煙道 を掃除す るいちばん確か な方法は、煙道の中に入 ってススや
ホコ リを掃 きだす ことだ。 となれば、 身体の小 さな子 どもの方が、大人 よ り煙
突掃除には適 してい るのがわか る。煙突掃除の少年 の需要は、松村 昌家氏に よ
れば、 ジェー ムズー世(在 位1603-25)のころか ら高 い建物が建 ちは じめた こ
とと、17世紀 に燃料が マキか ら石炭 に代 わ ったこ ととで高 まった(218)。で
あるな ら、煙突掃除人が生 まれた初期 のころか ら、少年の煙突掃除人はいた こ
とにな る。 なお、通常 「煙突掃除少年(climbingboy)」と呼 ばれてい るが、
少年 だけ で な く、少数 なが ら少女 の煙 突掃 除 人 もい た(Cullingford[2000]
130-31,Website;ChildLaborinNineteenth-CenturyLiterature)o
もちろん、煙道 を掃 除す る器 具、 た とえば、 ジ ョー ジ ・スマー ト(George
Smart)が1803年に発明 したスキャンデ ィス コープ(Scandiscope)なども工
夫 された。 また、ガチ ョウなどの大型 の鳥 を煙突か ら落 として、煙突のスス を
羽根 で落 とす とい うや り方 も行 われ た(Cullingford[2000]6)。しか し結局、
そうとう長 い間、安 い子 どもの労働力 にたよる方が便利 で能率的だ ったか ら、
子 どもが、 ブラシな どを使 い、ススや ホ コリを手でち ょくせつ掻 きだ した。そ
れが残酷 な現実だ った。
子 ど もに よ る煙 突掃 除 の様 子 を イ ラス トで示 した ものが 図 版1(松 村
219)。イラス トで もわか るよ うに、大 人 よ りも子 どもに適 してい る作業 で あ
るのは確か だ。 しか しもちろん、そのこ とと作業の残酷 さや非人間 さ とはまっ
た く別物 である。
た とえば、図版1の イラス トか らもわか るように、煙突の中の子 どもは背 中
と膝 と片手 とで体重 を支 えなが ら、頭上 のブ ラシでススや ホコリを掃 きだ して
いる。 とうぜん、スス とホコ リは顔 に落 ちて くる。 しか し、人は呼吸 をす る必
要があ る。仕事 をす るためには、 目を開けて いる必要 もある。言 うまで もな く、
膝 と背中 と片手 との緊張を解 くとズルズル と下に落ちて しまう。落 ちれ ば、 と
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図版1(松 村219)
うぜんケガもする。想像力の限界のような過酷な仕事だ。
また、煙突掃除人たちは、事故で死ななくても、不衛生から生じる皮膚病や
各種のガンにかかって、若 くして亡 くなったと言われている。1830年代にな
っても、煙突掃除人が50歳まで生 きるのはまれだった(Paroissien66)。実際
に過酷な仕事だったのだ。
また、たとえば1830年代の英国には、掃除をしなければならない煙突が、
約五百万本以上あった。そのうち約百万本は機械(用 具)で 掃除されたが、残
りの約四百万本は煙突掃除の少年たちの手で掃除された。一年にふつ う二回掃
除したので、煙突掃除の少年たちは、一年に約入百万本の煙突を掃除しなけれ
ばならなかった(Paroissien66)。おびただしい数の少年が、想像を絶するよ
うな過酷な仕事に従事していたのだ。
煙突掃除の少年たちは、煙突の中をモグラのようにはい回っていた。だから、
とうぜんススや煙で汚れて、まっ黒になる。英語には、asblackasasweep
という慣用句がある。この慣用句は、直訳すれば、「煙突掃除人のように黒い」
となるが、 °.的な意味は 「まっ黒な、きたならしい」という意味をあらわす。
きたな くて危険な仕事をしていた煙突掃除人は、まっ黒に汚れていた。それ
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ゆえ、社会からは 「きたならしい」 と差別的な視線で見 られていた。そのこと
を、この慣用句はあきらかにしている。
19世紀の中頃に活躍 したヘン リー ・メイヒュー(HenryMayhew)は、
「(煙突掃除人は)仕事の性質上、きたない格好をしているだけでなく、ひどい
臭いもするので、ほかの労働者 といわばつ き合いを禁 じられていた」(249-
50)と書いている。煙突掃除人たちは、きびしい差別の中で、独 自の集団をつ
くって生活せ ざるをえなかったのだ。
ということは必然的に、煙突掃除人は労働者の中でも 「最下層」 と見なされ、
労働者階級の人び とか らも 「侮辱 的に扱われて」いたのである(Mayhew
249)o
II
英国では、労働者階級は中流階級よりも下の階級だ。英国の社会階層の中で
の最下位に位置している。その最下位の労働者階級の人びとからも、煙突掃除
人たちは差別され、蔑視 されていた。
たとえば、次ページの図版2を 見てみ よう(Galinou95)。この油絵 は、
1730年ころに描かれた。『乳製品売 り、チープサイド通 り(TheCurdsand
WheySeller,Cheapside)』とレ・うタイトルの、127,3センチ×102センチの大
きさの絵である。画家名はわかっていない。わたしが遭遇 した中では、煙突掃
除人が描かれたもっとも古い絵である。
この絵は、タイ トルからもわかるように、 とうじロン ドン第一の繁華街チー
プサイ ドの路上で、乳製品を売っている娘 を題材にしている。その娘は盲 目の
ようだ。娘の目が見えないことに乗 じて、三人の煙突掃除人たちが、乳製品を
ごまかし盗ろうとしている絵である。三人の煙突掃除人たちは、共謀 して、か
わいそうな娘の弱みにつけ込んで、娘のつつましい商品をだまし盗ろうとして
いるのだ。
三人の煙突掃除人たちは、まっ黒の顔をしていて、その顔には下卑た笑いを
浮かべている。この三人は、アメリカの黒人を描いた1800年代の戯画 を思い
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図版2(Galinou95)
ださせ る ところがある。歯が 白く描かれている点で も、黒人の戯画 と同 じだ。
(これは、ス スに は歯 を 白 くす る効 果 が あ る とと う じ考 え られ て いた こ と
[Phillips153-54]をも反映 しているだ ろう。)だが、三人の煙突掃除人は もち
ろん白人だ。 白人だけれ ども、 ススで黒 く汚れているのであ る。
一方、かわいそ うな娘は、 白を基調 とした清純 な姿 で描かれている。街頭で
(自家製のa)モ ノを売 ってい るのだか ら、貧 しい娘 であ るはずなのに、清潔
でこざっぱ りとした服装 をしていてい る。神々 しいまでに輝 く白い膚や顔つ き
をして いる。
煙突掃除人 と娘 との間には、 あざやかなコン トラス トが意識 されてい る。黒
と白との明暗の対照。野卑 と清純 との対照。悪 と善 との対照 な どであ る。
す でに1730年代 には、煙突掃 除人は、悪 に染 まっていて、下 品で粗 野で あ
るとい う、ひ じょうに否定的なイメー ジをもたれていたのがわか る。清純 な白
と対極 にある、典型的 な黒(邪 悪 ・低劣)と して、煙突掃除人はイメージされ
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ている。
III
煙突掃 除人は、社会 に必要な存在 だった。だが、煙突掃 除人以外 の人び とか
らは、唾棄 され るべ き存在 として、差別 され蔑視 されていた。 その ことが、先
の絵には、残酷な までに明快にあ らわれてい る。
差別 され蔑視 されている煙突掃 除人たちは、社会の底辺で生活せ ざるをえな
か った。 その生活は とうぜんなが ら悲惨だ った。 とりわけ、実際に煙道 に入っ
て、ススや ホコ リを掃 きだす少年 たちの生活は悲惨 をきわめていた。
ただ し、人聞には、 自分 に都 合の悪 いものや、 自分が見 たくない ものは、見
,
Zて いて も、見 えない とい う身勝 手な性向があ る。 だか ら、かな り長い間、煙
突掃除の少年た ちの過酷 な環境や非人間的な労働 の実態 は、差別や蔑視 の原因
にはな っていたが、それ らが改善 されるべ きだ とは、一般の人び とには見 なさ
れ ることはなか った。煙突掃除少年たちのひ どい実態 は、かな りの間、世 間の
関心 を集めるこ とがなかったのだ。
煙突掃除の少年の悲惨 な生活 を改善 しようとい う運動が組織化 されたの は、
18世紀の後半 になってか らだった。煙突掃除の少年 たち もまた、存在は してい
るけれ ども、少 な くとも二百年以上にわたって 「見えない人間」 だったの だ。
それで も、1780年には、 ジ ョー ナス ・ハ ンウェイ(JonasHanway)を中
心 に して、煙突掃除人 たちの待 遇 の向上 をも とめ る委 員会 が で きた。 そ して
1788年には、条例(AnActforthebetterregulationofchimney-sweepers
andtheirApprentices)が制定 された。徒 弟 は8歳 以上 であるこ と、一 人 の
親方 には6人 以上の徒 弟の禁止、徒弟の貸 し出し禁 止、 じゅうぶんな衣食住 の
提供 などを、条例 は定 め てい た(Cullingford[2000]107)。しか し強制 力 を
欠いていたため、実効 は あまりなか った(Website;EducationResosurces)。
実効 が なか った こ とは、同様 の条例 が1834年、1840年、1864年と、何 度 も繰
りかえ し制定 されていることか らもわか る。
実効がなかったこ とは、言いか えれば、煙突掃除人の悲惨 な境遇 があま り改
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善 されなか った証 拠で もあ る。 た とえば、松村 昌家氏 は 「1860年代 に入 って
か らで も、五 、六歳 どころか四歳半の幼 児までが、煙突掃 除の市場 にか り出さ
れ る始 末 であった」(220)ことを指摘 してい る。 この こ とと、煙突掃 除に16
歳 以下の少年 の雇用 を禁 止す る条例(1840年)が、1864年に修正 され て、場
合 に よっては10歳以下 の少年 を使 って もよ くな ったこ と(Website;Educa-
tionResources)とは何 らかの関係 がある と思われ る。つ ま り、 この修正は現
状の追認 とい う意味が あったよ うに思 われ る。
そ うい う悲惨 な煙突掃除の少年 を描 いた文学作 品は、少数なが ら存在 もす る。
まず、先 のハ ンウェ イが、煙突掃 除の少年の保護 のために先駆的 な活動 をし
てい たの とほ ぼ同時期 に、 ロマ ン派 の詩 人で画 家 の ウィ リアム ・ブ レイ ク
(WiUiamBlake)が、詩集 『無垢の歌(SongsofInnocence)』(1789)の中
に 「煙突掃 除の少年(TheChimneySweeper)」とい う詩 を入れてい る。 お
そら く、煙突掃除の少年 の悲惨な境遇 を描いたす ぐれた文 学作 品 としては最初
期 の ものだろう。つ ぎの様 な詩である。
WhenmymotherdiedIwasveryyoung,
Andmyfathersoldmewhileyetmytongue
Couldscarcelycryweepweepweepweep.
SoyourchimneysIsweep&insootIsleep.
There'slittleTomDacre,whocriedwhenhishead
Thatcurl'dlikealamb'sback,wasshav'd,soIsaid,
"HushTomnevermindit,forwhenyourhead'sbare,
Youknowthatthesootcannotspoilyourwhitehair."
Andsohewasquiet,&thatverynight,
AsTomwasasleepinghehadsuchasight,
ThatthousandsofsweepersDick,Joe,Ned&Jack
Wereallofthemlock'dupincoffinsofblack.
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AndbycameanAngelwhohadabrightkey,
Andheopen'dthecoffins&setthemallfree.
Thendownagreenplainleapinglaughingtheyrun
AndwashinariverandshineintheSun.
Thennaked&white,alltheirbagsleftbehind,
Theyriseuponclouds,andsportinthewind.
AndtheAngeltoldTomifhe'dbeagoodboy,
He'dhaveGodforhisfather&neverwantjoy.
AndsoTomawokeandweroseinthedark
Andgotwithourbags&ourbrushedtowork.
Tho'themorningwascold,Tomwashappy&warm,
Soifalldotheirduty,theyneednotfearharm.(Blakeplatel2)
上 記 の 詩 の 日 本 語 訳 は つ ぎ の 様 に な る。 た だ し、 梅 津 濟 美 氏 の 訳(206-07)
を参 考 に し た 拙 訳 で あ る 。
母 さ ん が 死 ん だ と き 、 ぼ くは とて も小 さ か っ た 。
そ れ で 父 さ ん は 、 ぼ くが 満 足 に ピ ー ピー と泣 け も し な い う ち に
ぼ く を売 っ て し ま っ た 。
そ れ で 、 ぼ くは 煙 突 掃 除 を し て い て 、 ス ス まみ れ で 寝 て い る 。
トム ・デ イ カー と い うチ ビ ち ゃ ん が い る。 子 羊 の 背 毛 の よ う な
巻 き毛 の そ の 子 は 、 頭 を 剃 ら れ た と き 、 泣 い た 。 そ れ で 、
「泣 くな 、 気 に す る な 、 坊 主 な ら、 お 前 の 汚 れ て な い 髪 の毛 も
ス ス で 汚 さ れ る こ と も な い だ ろ う 」 と言 っ て や っ た 。
す る と、 そ の 子 は 静 か に な っ た 。 そ し て そ の 夜 、
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眠 っていた とき、その子は こんな夢 を見た。
ディ ック、ジ ョウ、 ネッ ド、 ジャック、何千 もの煙突掃 除の少年 が
みんな全員、 黒い棺桶 に閉 じこめ られた。
そ したら、輝 く鍵 をもった天使が通 りかか り、
その棺 桶を開けて、みんな全員 を自由にして くれた。
みんなは、跳 びはね笑いなが ら、緑の原 っぱ を駆 けお り、
川で身体 を洗 い、太陽の光にキ ラキラ輝 く。
まっ白な裸にな って、仕事袋 をぜんぶ捨ておいて、
雲 の間に舞いあが り、風の中で遊ぶ。
その とき天使 は トムに言 った。 いい子に しているなら、
神様が父 さんになって くれ るし、ぜ ったいに嬉 しい ことばか りだ よ、 と。
そこで、 トムは 目覚めた。 ぼ くらは夜 明け前に起 きて、
それか ら仕事の袋 とブ ラシをもち、仕事 にむかった。
その 日の朝は寒か ったけれど、 トムは幸せ で温か かった。
や るべ きこ とをやれば、 ひどい 目に遭 うの を恐 れな くていいんだ。
この詩 の主人公の 「ぼ く」 は、母 の死に よって、言葉 も話せ ない幼い ころに、
煙突掃 除の親方に売 りとばされた少年 だ。 もちろん親 に売 られる場合 もあった
が、多 くの場合 、煙突掃 除の少年は、 メイヒュー も指摘 しているように、収容
しなければ ならない貧 しい未成年者は教 区に とって重荷 になったので、「もっ
とも手 っ とり早 くて安上が りな方法」 として 「教区か ら年季奉公に出され た少
年 たち」(Mayhew250)だった。 ロビンソン(TonyRobinson)が言 うよう
な 「たいていが もともとス トリー ト・チル ドレンで、安 い労働力 を得た い煙突
掃 除人 によって、拾 われ た」(ロ ビン ソン280)と い う主張 は、不正確 な誇
張であろう。
詩の第一連 で、 ブレイクは、子 どもの理不尽 な悲惨 さを強調す るために、親
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にちょくせつ売られた少年 という設定にしている。売られた子 どもである 「ぼ
く」は、現在、煙突掃除をしていて、ススやホコリまみれになって働き、その
まま眠っていると告白する。
この第一連から、すでに煙突掃除の悲惨な境遇が描かれている。まず、煙突
掃除の少年たちは、ごく幼いときに、親に捨てられるという人生最大の悲劇を
経験している。それだけでな く、身体を洗うことがほとんどなかった。
この身体を洗わないことは、煙突掃除人たちの共通 した特徴だった。たとえ
ばメイヒューは、「(1850年ころには)煙 突掃除人は以前よりひんぱんに身体
を洗うようになったようだ。議会での証言によると、煙突掃除の少年たちが、
身体 を洗 うのは、半年に一度か、週に一度か、二～三カ月に一度だった。ただ
し、一度 も身体を洗ったことがないという証言はどこにも見いだせないが、証
言の調子か ら、そういうこともあったとじゅうぶん結論できる」(254)と、
煙突掃除の少年たちには、身体を洗う機会がほとんどなかった実態を書いてい
る。身体 を洗わなければ、とうぜん、きたないし、強い悪臭もする。 きたな く
て臭ければ、人の世の常 として、差別され軽蔑されることになる。
第二連では、「ぼ く」は、 トムという幼い新入 りが、親方のもとに入ってき
たことを語る。その子は、煙突掃除には髪の毛は邪魔になるという理由から、
汚れのない(原 詩ではwhite=白い)巻 き毛をくりくり坊主に剃 られ る。「白
い」髪を剃られることは、ススまみれの 「黒い」世界に入ってゆくための、い
わばイニシエーション(加入の儀式)な のだ。
その儀式のとき、その子は泣き叫ぶ。それに対して、「泣 くな、気にするな、
坊主なら、お前の汚れてない髪の毛もススで汚されることもないだろう」と、
「ぼ く」は慰(な ぐさ)めてやる。この屁理屈には、もちろん、同 じ境遇にい
る 「ぼ く」の辛さと悲 しみと、新入 りの幼い トムへの同情とが読みとれる。 ト
ムも、「ぼ く」の意図 と想いとを、本能的に感 じとったのか、泣きやむ。
トムがその悲しい経験をしたその夜、 トムは夢 を見る。 トムの見た夢の内容
が、第三連、第四連、第五連で語 られる。第三連以降では、「ぼ く」は、 トム
の夢の中にも、 トムの心の中にも自由に入ってゆ く。
夢の中で、 トムは、ほかの何千人もの煙突掃除の少年たちと同じように、黒
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い棺桶に閉じこめられる。 しか し輝 く鍵をもった天使が、棺桶の蓋(ふ た)を
開けて くれて、みんなを自由にしてくれる。 自由になった少年たちは、跳びは
ね笑いながら、緑の丘を駆け くだ り、川で身体をきれいに洗う。まっ自になっ
た裸体は、太陽の光にキラキラ輝 く。それか ら少年たちは、妖精のように、雲
の間に舞いあがり、風の中で遊ぶ。そのとき天使は、 トムに 「いい子にしてい
るなら、神様が父さんになって くれるし、ぜったいに嬉 しいことばかりだよ」
と言ってくれる。ここで、 トムの夢は終わる。 トムは目覚めたのだ。
最終の第六連では、「ぼ く」とトムとが、夜明け前の寒い中を、仕事に元気
にむかう姿が描かれている。寒い夜明け前だったけれども、 トムは、直前に見
た夢に元気づけられ、幸せで温かい気持ちになっていたからだった。そして最
後に、「やるべ きことをやれば、ひどい目に遭 うのを恐れな くていいんだ」と、
「ぼく」が自分にも言い聞かせるように語るところで、この詩は終わる。
トムが夢の中で見た 「閉 じこめられた黒い棺桶」は、煙突掃除の少年たちが、
ススにまみれて煙突掃除をしなければならない過酷な仕事 と、それに伴 う死ぬ
ほどの苦 しみとをあらわしている。
つぎに、黒い棺桶に閉 じこめられた少年たちを天使が解放することは、天使
のみが、悲惨で死んだも同然の少年たちを救えるのだということを象徴 してい
る。言いかえれば、煙突掃除の少年たちを救える者は、この地上にはいないこ
とを暗に示 している。しかし言 うまでもなく、この詩の力点は、地上の人間に
は少年たちを救う力がない点ではな く、天使が少年たちを救う点にある。
解放された少年たちは、ススで汚れたまっ黒の身体を川で洗って、まっ白に
なり、太陽の下で、風 とたわむれて遊ぶ。これは、ススを洗い流 し、まっ白な
裸体になった少年たちが、転生して、妖精のような存在に変身したことをあら
わしている。黒と白とがあざやかな対照をなしているように、煙突掃除の少年
たちの境遇が、妖精たちとは対照的であることも示 している。 しかしここでも、
詩の力点は、もちろん、み じめな少年たちが天使のはからいで変身して、妖精
のように、自由で楽 しげで美しい存在になることにある。
また、天使が トムに与える忠告一 「いい子にしていたら、神様が父さんに
なってくれるし、ぜったいに嬉 しいことばか りだよ」 は、ブレイクの煙突
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掃除の少年たちへの忠告の言葉、あるいは慰(な ぐさ)めの言葉 と解すべ きで
ある。ブレイクは、この世に存在 しない天使が少年たちを救済する情景 を描い
ている。そのことからも明白なように、ブレイクは現実の世界での少年たちの
救済の目処や手立てを示すことはできていない。楽 しい明るい未来を夢見させ
ることで、悲惨な境遇の少年たちを慰めようとしている。
現代人の目から見れば、煙突掃除の少年たちの境遇に対する、ブレイクの態
度は感傷的で甘いと言わざるをえない。 とりわけ、「いい子にしていたら、神
様が父さんになってくれるし、ぜったいに嬉 しいことばか りだよ」という一節
や、「やるべ きことをやれば、ひどい目に遭 うのを恐れなくていいんだ」 とい
う最後の一節は、理不尽で悲惨な煙突掃除の少年たちの状況を、少年たちの個
人の問題に転嫁 していて、公正ではない。
少年たちの悲惨な状況は、もちろん、「悪い子」だったか ら、生 じたわけで
はなかった。また、少年たちが 「や るべ きこと(theirduty=彼らのや るべ き
義務)」を果たした としても、少年たちが、親方から殴られな くなった り、仕
事でケガをしな くなるわけではなかった。少年たちの悲惨な状況は、親方の命
令で、煙突の中に入って掃除をするという仕事か ら生まれた構造的なものだ。
そこを改善 しないと、煙突掃除の少年たちの悲惨な境遇は改善 されない。
だから、ブレイクのこの詩における、煙突掃除の少年に対する態度は、感傷
的で甘い。しかし、先の 『乳製品売 り、チープサイ ド通 り』 という絵画に見ら
れたような、煙突掃除人をただ悪徳に染まっている下品で野卑な異人種のよう
に見下す立場か らは、格段に変化 している。1730年代からおよそ60年が経過
して、煙突掃除の少年は、少なくともブレイクの詩においては、軽蔑的で差別
的な視線のみを向けられる存在から、同情的な視線を向けられる存在にまでに
変化している。
しかも、このブレイクの詩は、先にも述べたように、同じ作者の五年後の詩
集 『経験の歌(SongsofExperience)』(1794)の中の同じタイトル詩 「煙突
掃除の少年」とともに、煙突掃除の少年がす ぐれた文学作品で取 りあつかわれ
たもっとも早い例のひとつだと思われる。その意味では、ブレイクのこの二つ
の詩は、世間のふつうの人びとには、ほとんど見えていなかった 「見えない人
一16一
煙突掃除人バートは、なぜ 「最高にラッキー」なのか
間」であった煙突掃除の少年たちを、文学の対象とした点で注目すべ きもので
ある。 また、煙突掃除の少年たちの、死んでいるのも同然の悲惨で非人間的な
境遇に、世間の目をむけさせた意義も大 きい。
ブレイクの詩では、煙突掃除の少年たちのイメージは、先の絵の煙突掃除の
少年のイメージとは大 きく変わった。先の絵に見 られたような、邪悪で下劣で
異人種のようなイメージか ら、非人間的な過酷な労働 を強いられている可哀想
な子どもというイメージをもつようになった。さらに、ススで汚れた身体を洗
えば、 まっ白な身体があらわれるだけでなく、純粋な心 をもった 「いい子」で
あるというイメージも創 りだしている。
ブレイクの詩から約40年後、社会に強いインパク トを与える文学作品が登
場する。それは、人気作家であったチャールズ ・ディケンズ(CharlesDick-
ens)よる、小説 『オリバー ・ツイス ト(OliverTwist)』(1837-39)である。
詩の読者の数 と、人気のあった月刊雑誌に発表された小説の読者の数 とでは、
その数は比較にならない。ディケンズの小説の社会に対する影響は、ディケン
ズ自身も自認していたように、かなり大きいものがあった。
ブレイクの詩からディケンズの小説までの40年間には、 とうぜん、煙突掃
除人の待遇改善のための粘 りつよい努力もつづけられていた。たとえば、煙突
掃除の少年 を保護する二回目の条例が1934年に制定されている。
この二回目の条例が制定されてから約三年後に、ディケンズは 『オ リバー ・
ツイス ト』を発表しはじめている。 ジャーナ リス トでもあったディケンズは、
社会の動 きに敏感に反応する能力があった。それだけでなく、社会の矛盾や恵
まれない人びとへ強い関心をもっていた。こうした社会状況や彼の性格 を考え
れば、ディケンズが、彼の小説の中で、この時期に、煙突掃除の少年のことを
描 くのは必然だったと言えるか もしれない。
『オ リバー ・ツイス ト』の第三章で、9歳 になった主人公のオリバー ・ツイ
ス トは、収容されていた救貧院で、空腹に耐えかねた仲間を代表 して、食事中
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に 「お願いです、 もっと ください(Please,sir,Iwantsomemore.)」と願 い
でる。 この ささやかな願 いは、 ディケンズによれ ば、 「もっ と欲 しいなんぞ と
口にす る言語道断の罪 を犯 した(thecommissionoftheimpiousandpro-
faneoffenceofaskingmore)」(小池訳35)こ とを意味 していた。「言語道
断の 罪 を犯 した」オ リバー は、救 貧院 か ら追放 され て、年季奉 公(appren-
tice)に出 され るこ とにな る。
年季奉公人 として貸 しだされ る少年がい ることを、救貧院 は、張 り紙 で門に
掲示 す る。 その張 り紙 を、通 りが か った煙突掃 除人 の親方 ガ ム フィー ル ド
(Gamfield)が目にす る。親方 は、その少年 を年季奉公人 として預か るこ とを
決意す る。その決心の理 由は、報奨金 が五 ポン ドつ くことと、救貧院の子 ども
は 「(乏 しく貧 しい食事か ら)ち びに きまってい る」(小池訳38)と 考 えた
こととに あった。(言うまで もな く、煙突掃 除のためには、少年 は 「ちび」で
あれば、 ある程 よいのだ。狭い煙道 を動 き回るためには、「ちび」でなければ
ならない。だか ら、少年 たちに じゅ うぶんな食べ物 を与えず に、人為 的に発育
不全 の状態 を保つ とい うこ とも、往 々にして行 われ た。これ も、煙突掃 除の少
年 たちの悲惨 な境遇 を、 さらに悲惨 な もにす る大 きな要因だった。)
こ うい うわけで、親方は、 オ リバー を年季奉公 人 として引 き受 けるこ とを決
めて、救貧院側 と交渉す る。 ところが、救貧院側 は、報奨金 を値切 る。親方の
評判が良 くなか ったの と、 きたない危険な仕事だ ったか らである。その結果、
報奨金は5ポ ン ドか ら3ポ ン ド10シリン グにな った。 この事実 は、煙 突掃 除
の仕事 が、人が嫌が る、いかに過酷 な ものだったか を如実 にあ らわ してい る。
その交渉 の中で、親方ガム フィール ドは、「これまでに子 どもが煙突 の中で
窒息死 したこ とが何 度かあったな2」 と問われ ると、つ ぎの様 に答 える。
「そ りゃあ、煙突の中で さぼ ってい る小僧 どもを下 りて来 させ よう と思 っ
て、火 を焚 く前に藁 を湿 らせ たか らで さ」ガムフィー ル ドが答えた。「煙
だけで、火 を燃や さなかったんで。 ところが煙 ってやつ は、小僧 どもを下
りて来 させ るには何の訳に も立 たね えんでがす。小僧 どもは眠 くな っちま
うし、それが またあいつ ら大好 きときてい るんでさ。小僧 ってのは言 うこ
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と聞かねえ上に怠け もんだか らねえ、旦那、 そいつ らをさっさ と下 りて来
させ るにゃ、下 か ら景気 よ くじゃん じゃん燃やすのがmで がす よ。 その
方が親切 なや り方 って もんでさ。小僧が煙突の 中で動 きが とれな くなって
も、足 を焦が してや りゃ、がむ しゃらにな って下 りて きます ものね。」
(小池訳39)
何 の解 説 も説明 もいらない。 ガム フィー ル ドは正真正銘の酷薄非情 な人非人
だ。今 までに 「既 に三、四人の子 どもを怪我 で死なせ た とい うので、少 しばか
り非難iの的 となっていた(undertheslightimputationofhavingbruised
threeorfourboystodeathalready)」(小池訳 を参考 に した拙 訳40)の も、
とうぜ んだ とい う気がす る人物 であ る。(小池訳 と中村能三 訳において、原文
のslight[=わずか]が 、訳か ら欠落 しているか、ディケ ンズの黒 いユー モア
がわか るよ うには訳 されていない。)
作 者のデ ィケ ンズは、12歳の ときに はウォ レン靴 墨工 場 につ とめ、その後
まもな く父親はマー シャル シー債務者監獄 に入れ られ るとい う生い立ち もあっ
て、社会の底辺にいる人び とにふか い関心 をもっていた。 だか ら 『オ リバー ・
ツイス ト』は、救貧院の非人間的な状況 を批判 した小 説 とか、孤 児の過酷 な境
遇 を告発 した小 説 と見 なされ るこ ともある程 である。 この場面に も、煙突掃除
の少年た ちの悲惨 な境遇に世 間の 目をむけ させ、その悲惨 な状況 を改善 しよう
とす る意図が、 ディケ ンズにあったのは確かだ。
だか ら、多少 の誇張があったか もしれない。 しか し作家デ ィケンズは、社会
改革 を求めている リア リス トで もあ ったか ら、 この交渉の場 面 もたんなる空想
の場面ではない。
実際、1841年に出たパ ンフ レッ トに よる と、1800年か らその時期 までに、
23人の煙突掃除少年がススに埋 まって窒息死 し、7人 の煙突掃除少年が焼死 し
た と報告 され てい る(Paroissien66)。また、1817年に英 国の下 院に提 出 さ
れた報告書 にも、煙突 の中の少年 を働かすために、 ワラ(藁)を 下か ち燃やす
ことが書かれてい る(Website;ParliamentaryPapers)。
しか も注 目すべ きは、 オ リバーが煙突掃 除人の親方 にひ き渡 されよ うとして
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いるのは、9歳 の ときだという点だ。この作品の約三年前の1834年、二回目
の煙突掃除の少年の保護条例の改正によって、年期奉公人の最低年齢は10歳
と決められていた(Paroissien63)。ディケンズは、その事実 を知 っていて、
意図的にオ リバーを9歳 にしたと考 えられる。 というのは、1788年の第一回
目の煙突掃除少年の保護条例では、最低年齢が8歳だったか らだ(Paroissien
63)。8歳と10歳との間の微妙な9歳 にしているのだ。
1834年の二回目の改正による保護条例は、この 『オ リバー ・ツイス ト』が
出版された1837年ころにも、まだきちんと守 られていなかった。そのことを、
ディケンズは示唆しようとしている。世間に煙突掃除の少年の悲惨な境遇の実
態をアピールして、社会全体が改正 された条例 を守 る方向にむか うことを、作
家ディケンズは目ざしていた。そう考えるだ。 というのは、ディケンズは、小
説には杜会を改革する力があると信 じていた作家だったからである。
だから、オ リバーの年齢を9歳にしているところに、社会の底辺で生 きざる
を,zない弱者へのディケンズの同情 と、そうした弱者をたくみに搾取す るため
に、法律すら守ろうとしない社会へのディケンズの怒 りとが感 じとれる。
ただ し、オ リバーは、煙突掃除人のもとに年季奉公に出されると知 ると、恐
れおののき、両膝 をつき涙を流しながら、殺 されてもよいから救貧院に戻 して
欲 しいと哀願する。その恐れおののいているオ リバーの姿を見たのと、気まぐ
れ(!)とから、担当した判事は、オリバーが煙突掃除人の年季奉公人に出さ
れるのを許可 しない。その代わりに、判事は、オ リバーが葬儀屋の年季奉公人
に出されるのを許可する。葬儀渥の年期奉公人になったオリバーは、やがてそ
の葬儀屋 を飛びだ し、ロン ドンに出て、フェイギン(Fagin)親方の窃盗団の
仲間に入る。そういう風に、物語は展開してゆく。
煙突掃除の少年たちのあまりにも絶望的な現況をディケンズは知っていた。
だから、オ リバーが救貧院から社会へ出る契機 を、煙突掃除人の年期奉公人に
なるのではな く、葬儀屋の年期奉公人になるように変えたのだ。松村昌家氏は
そう解釈 している(229)。わたしも松村氏の解釈に賛成だ。
『オリバー ・ツイス ト』は、主人公オリバー ・ツイス トが社会階層の階段を
のぼ り最後には紳士にまでになるという、オリバーの出世物語(ロマンス)と
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しての一面をもつ。だか ら、煙突掃除の少年から始めるのでは、出世物語の始
まりとしてはあまりにもありえないと、作家ディケンズは考えた。あるいは、
煙突掃除の年期奉公人になれば、いくらロマンスの中とはいえ、煙突掃除人以
外になるのは不可能だと、読者は考えるだろうと、つま り世間の人びとは考え
るだろうと、ディケンズは判断した。だから作家は、煙突掃除人に出されるく
らいなら殺された方がマシだとオ リバーに哀願させ、オ リバーを葬儀屋の年期
奉公人になることか ら人生を出発させた。そう推測するのである。逆にいえば、
煙突掃除人の世界は、それ程に一般の社会から隔絶された最底辺の世界だった
のだ。(余談だが、煙突掃除人の正装(盛装 の は山高帽子に燕尾服だが、こ
れは葬儀屋の服装 と同じである。その理由は、煙突掃除人が葬儀屋の着古 した
ものを利用したからだという見解(Website;ChimneySweeps:Historyand
Customs)がある。 もし事実なら、両者の社会的な階層関係 を推測す るうえ
で、おもしろい事実だ。)
最後にまとめると、ディケンズは、『オ リバー ・ツイス ト』で、煙突掃除の
仕事に追い込まれてゆく少年たちにふかい同情を寄せ ると同時に、その少年た
ちを巧みに搾取して繁栄 している偽善的な社会に強い怒 りをあらわしている。
これは、ブレイクの詩に見られた、煙突掃除の少年たちへの、たんなる同情や
憐憫を超えている。
ブレイクの詩には、煙突掃除の少年たちの悲惨な状況は、あたかも少年たち
の心の持ちようで、状況が改善 されるような幻想を与えるところがあった。 し
かしディケンズは、煙突掃除の少年たちの悲惨な状況は、社会の構造的なもの
で、少年たちに個人的な責任はないことを明快に描いた点で画期的だった。
結果 として、ディケンズの作品では、煙突掃除の少年たちは、偽善的な社会
に搾取されている、社会の最底辺の哀れな子どもたちというイメージをもって
いる。
V
ディケンズの 『オ リバー ・ツイス ト』が出版 されてから、24年後の1863年
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には、チ ャールズ ・キングズ リー(CharlesKingsley)の『水 の子 ど もたち
(TheWaterBabies)』が出版 された。
この作品は、英国の児童文学 の先駆け と言われてい る。 だか ら、説教 くさ く
て理屈 っぽい ところをさし置いて も、児童文学 に完全には成 りきっていない と
ころ もあ る。 た とえば、作品中の語 り手が、「大地 はまだふか く眠 って いた。
美 しい人はたいていそ うだけれ ど、大地の女神 も、覚めている ときよ り眠って
い るときのほ うが美 しい(Earthwasstillfastasleep;and,1ikemanypretty
people,shelookedstillprettierasleepthanawake.)」(芹生 訳18)と い う
感想 を とつぜ ん述べ た りす る。 この感想は、大人の男の読者 を意識 した もので
あ る。
さて、 この作 品を要約 す る と、つ ぎの様 にな る。 主人公 の名 は トム。10歳
の トムは、朝の三 時に起 きて、親方に殴 られなが ら大 きな屋敷 に行 く。 その屋
敷 で、 トムは煙突掃 除を始め る。 しか し、あま りにも大 きな屋敷で、煙道 が複
雑 に入 り組んでいたので、 トムは煙道の中で迷 って しまい、 その屋敷のお嬢様
が寝 ている部屋 に出て しまう。
その部屋で、 トムは、鏡 に映った 自分 の姿 を初めて見て、 自分 がサルの よう
にみ に くく、 きたない こ とに気づ き、「はずか しさ と腹 立 た しさのあ ま り」
(芹生訳44)、 泣 きなが ら、暖炉 か ら再 び煙道 に戻 ろう とした。 その とき、
暖炉 の鉄格 子 を倒 して しまう。
大 きな音に 目をさま したお嬢様 は、悲鳴 をあげた。悲鳴を聞 きつけてや って
来 た屋敷の人び とか ら、 トムは必死 で逃げた。屋敷 中の人間全員が トム を追い
かけた。猟犬 まで も トムを追 いか けた。それで も トムは、屋敷 を走 り抜 け、森
を抜 け、荒れ地 を抜け、険 しい崖 を這 い降 りて、追 っ手か ら逃れ るために死に
もの ぐるいで逃 げた。
崖 の下の村 まで逃 げた とき、 トムはか くまわれた。 しか しその ときには、 ト
ムの生命は限界に達 していた。 か くまわれた納屋 の干 し草の うえで寝入 り、 そ
れか ら夢 うつつの状態 で、 まるで妖精の声に導かれ るように、小川の中に入 っ
てゆ き、おぼれて死 ぬ。
小川の 中で息 を引 きとった トムは、愛 らしい姿 を した、清潔 で美 しい妖精 の
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ような、約10センチの 「水の子」として再生する。(「水の子」は、正確には
妖精ではないが、以降は妖精 と表記す る。)水の中でも生 きられる不思議な生
き物、つまり 「水の子」として、死後の トムは、経験 と冒険を重ねながら成長
する。妖精 となった トムの成長の過程が、全入章の 『水の子どもたち』の中の
六章 を使って描かれている。
逃げる トムが、猟犬もふ くめて、屋敷の人全員か ら追跡されるのは、煙突掃
除人たちが、社会のあらゆる階層の人から、差別され蔑視されていることを意
味している。断崖の果ての別の村で、初めてか くまわれるのは、煙突掃除の少
年は現在のコミュニティー(こ の世)で は救われないことを象徴 している。さ
らに、泥棒 と誤解されることによって、追跡されることは、煙突掃除の少年た
ちが、本人には責任がない不合理な理由によって、差別され、社会から追放 さ
れていることを象徴 している。川に入 りこんでおぼれて死ぬのは、ススに汚れ
た身体 を洗い流し清潔できれいな身体になりたいという、死ぬまで叶えちれな
い煙突掃除少年たちの願望をあらわしている。
煙突掃除の少年 トムが、妖精 トムとして転生再生す るというストリーの展開
には、もちろん、作者キングズ リー の煙突掃除の少年たちに対するふかい同情
と、その哀れな少年たちを容認している社会への反発や絶望 とがあらわれてい
る。
このキングズリーの 『水の子どもたち』と、先に分析 したブレイクの詩 「煙
突掃除の少年」 とには、つ ぎの様な五つ共通点がある。
(1)夢の中とファンタジーの中 との違いはあるが、ススで汚れた身体 を川の
水で洗 うことで、まっ白な裸体 となって再生する。
(2)川の水で身体 を洗 うことが、妖精(正確には、妖精的な生き物)と して
再生するための契機 となっている。
(3)妖精 となることが、現実の煙突掃除の少年であることの対極の(夢 のよ
うな)状態 としてとして描かれている。
(4)ブレイクの詩の 「ぼ く」もトムも、そして 『水の子どもたち』の トムも、
「父親の記憶がなかった」(芹生訳49)と ころが同じである。
(5)ブレイクの詩の 「ぼ く」によって語られる幼い煙突掃除少年の名前が ト
ー23一
ムであ り、『水の子どもたち』の主人公の少年の名前が同じトムである。
この五つの共通点からだけでも、キングズリーは、ブレイクの詩からインス
ピレーションを受けて、『水の子 どもたち』を書いたのは間違いないだろう。
しかし、ブレイクの詩 「煙突掃除の少年」と、キングズリーの 『水の子ども
たち』 との間には、もちろん違いがある。
いちばん大きな違いは、ブレイクの詩では、語 り手の 「ぼ く」 もトムも死な
ないが、キングズ リー の物語では トムがいったん死ぬ点にある。
ブレイクの詩では、煙突掃除の少年が夢の中で、天使に助けられ、まっ白な
妖精に変身して、天使に忠告されるのを経験して、翌朝、温かで幸せな気持ち
で仕事に再びむかう姿が描かれている。
一方、キングズ リー の作品では、煙突掃除の少年は、誤解されることで、猟
犬もふ くめたコミュニティー全体か ら追跡され、逃亡の果てに、疲労困憊のた
め夢 うつつの状態で川に入ってゆき、おぼれ死ぬ。その後、妖精 としてファン
タジーの世界で転生 し、経験を重ねて成長する。キングズリーの作品では、煙
突掃除の少年は、死を契機にして、妖精に変身するのだ。
18世紀末のロマン派の詩人ブレイクは、煙突掃除の少年に同情 と関心 をも
っていたが、その少年たちの救済の困難さをおそらく痛切には知らなかった。
天使に助けられたり、まっ白な妖精に変身する夢を見た ぐらいで、煙突掃除の
少年たちの悲惨な境遇が軽減される程、少年たちの境遇は生やさしいものでは
なかった。そのことを、18世紀末の人び とも同時代のブレイクも、キングズ
リーのように実際に少年たちの救済に関わっていなかったから、実感できてい
なかったのだ。
社会の底辺の人びとを救済しようとしていたキングズリーは、現実の煙突掃
除の少年たちの境遇をよく知っていた。だか ら少年たちが、夜に見る夢によっ
て、現実の仕事や生活の苦 しみが軽減 されるなんてことはありえないのがわか
っていた。
キングズリーは小説も書いたが、ほんらい、不平等や貧困をな くしようとし
た社会改革に熱心な牧師だった。キリス ト教社会主義者を自称 していた程 で、
社会の底辺にいる人びとと身近に接 して、彼らの救済に献身していた。彼 らの
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実 態 もよく知 っている牧師だったか ら、おそ らく、 キングズ リーは、煙突掃除
の少年が その悲惨 な境遇か ら抜 けだすには、死ぬ ことしか あ りえない という残
酷な前提か ら、この 『水の子 どもたち』 とい うファンタジー を始め ざるをえな
かったのだ。
この前提 は、約74年前 のブ レイクの詩 には見いだせ ない もの だ。 また、こ
の前提の存在 こそが、ブ レイ クが描 く煙突掃除の少年の イメージ と、 キングズ
リーが描 く煙突掃除の少年 のイメー ジとの最大 で唯一 といえ る程 の違 いである。
さ らに、 キングズ リー の この前提 は、約24年前 のデ ィケ ンズの作 品 と比較
して も、 きび しく絶望 的な ものだ。ディケンズ も、確 かに、煙突掃除の少年 た
ちが その悲惨 な境遇か ら抜 けだせ ることはおそ らくあ りえない とい う想定 の も
とに、オ リバー の人生 を、煙突掃除人の年季奉公人ではな く、葬 儀屋の年季奉
公人 として人生 を始め させ ている。 しか しデ ィケンズの場合 は、 あ くまで も想
定 なのだ。可能性の問題 なのだ。 ところが、キングズ リーの場 合は、煙突掃除
とい う境遇か らの脱 出 は 「死 ぬ」 こと以外 にあ りえない とい う前提 なの だ。
『水の子 どもたち』は四分 の三 がフ ァンタジー物語 であ るか ら、 あま り意識 さ
れ ることはないが、その前提は、暗 く絶望 的な ものだ。
その暗 く絶望的な見方 は、 キングズ リーの描 くトムにつ いての、つ ぎの様な
描写に も見いだせ る。作 品中で、 「水 の子」に変わ った直後の トムに対 して、
妖精 の女王 は 「この子 は、今は、野蛮人 なの。死 を免 れないけだ ものみたいな
者 なの。そのけ だ もの たちか ら、 この子 は学 ばなけれ ばな らないの(拙 訳)
(Heisbutasavagenow,andlikethebeastswhichperish;andfromthe
beastswhichperishhemustlearn.)」と、妖精 たちに語 って聞かせ る。(こ
の部分 は、芹生 訳では、 「その子は今 は まだ、 ものの道理がわか らない、け も
のの ような存在です。 ですか ら、 け ものでな くなるため に、 自分 で学ば なけれ
ばな らないのです(芹 生訳83)と 、原文か ら離れた超 訳になってい る。)
つ まり、妖精の女王 の口を樋 してではあるが、煙突掃 除の少 年だった トムの
を
ことを、 「野蛮人(savage)」とか 「けだ もののような者(1ikebeasts)」と断
定 している。 この ことは、作者キングズ リーが、煙突掃 除の少年 たちは文明社
会 か ら一線 を画す る存在であ るこ とを認めてい るこ とをあらわ している。煙突
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掃除の少年たちの現況 と煙突掃除の少年たちを取 りまく状況 とは、それ程まで
に絶望的に、キングズリーの目には映っていたのだ。
キングズリーが煙突掃除の少年たちの現状にむける、そういう絶望的な視線
は、物語の冒頭での、10歳の主人公 トムの紹介のつぎの様な部分 でも見いだ
せ る。
トムは読み書きができなかった。でも、そんなことはなんとも思っていな
かった。 トムはこれまで、一度 もからだを洗ったことがなかった。 という
のも、彼が住んでいた袋小路の奥までは水がこなかったからだ。 トムはこ
れ まで、一 度 もお祈 りの言葉 を教 わ った ことが なか っ た。…(中
略)… トムは毎 日、半分は泣き半分は笑って暮 らしていた。泣 くのは、
まっ暗な煙突の中を、むき出しの膝や肘をすりむきながらのぼっていかな
くちゃならないときや、すすが目にとびこんできたときや、これも毎 日の
ことだけど、親方に殴 られたときや、これもまた毎 日のことだけど、食べ
るものをすこししかもらえないときだった。(芹生訳9)
以上から、つ ぎのことがわかる。 トムは教育を受ける機会がなかったこと。
教会にも行ったことがないこと(すでに1788年の条例で、安息日には礼拝式
にゆかせることが定められている 匚Website;Sunday,SundayObservance
andtheLaw]〉。一度も身体 を洗ったことがないこと。仕事場の煙突では、手
足をケガすること。ススが目に入ること。親方に、毎 日のように殴られること
(たとえば、「親方は喜びのあまり、 トムをなぐりとばす」[芹生訳12]と い
う場面すらある)。食べ物が少なくて、毎 日ひもじい思いをしていること。
それだけでな く、 トムはまだ10歳なのに、もうすでに 「二度 も牢屋 に入れ
られた」(芹生訳12)経 験がある。
煙突掃除の少年を保護する最初の条例が発布 されてか ら約83年が過 ぎた、
1863年になっても、煙突掃除の少年を取 りまく悲惨な状況はほ とんど改善 さ
れていない。改善がはかどっていないことへの絶望 も、作家キングズリーが、
煙突掃除の少年たちに対 して絶望的で暗い見解 を抱 く要因のひとつになってい
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るのは言うまでもないだろう。
要約すれば、つぎの様になる。キングズリーの 『水の子どもたち』では、煙
突掃除の少年は、死なない限り、煙突掃除の悲惨きわまる世界から抜けだせな
いことが前提 となっている。物語の中心は子どもむけのファンタジー物語にあ
るにもかかわらず、そこに描かれている煙突掃除の少年のイメージは、それ以
前のブレイクやディケンズの描 く煙突掃除の少年のイメージよりも暗 く夢のな
いものである。この作品では、非人間的な仕事をしなければならない煙突掃除
の少年は、死ぬまで、親方には虐待され、社会からは理不尽な理由で追放され
ている子 どもというイメージをもっている。
キングズ リーは、1863年の段階で、『水の子どもたち』 という子どもむけの
ファンタジー物語の中で、煙突掃除の少年たちの救済は、現状では絶望的であ
ることを描いた。煙突掃除の少年たちのこの絶望的な状況に対 して、社会 も手
をこまねいていただけではなかった。
『水の子 どもたち』が出版 されてか ら約12年後の1875年には、煙突掃除人の
仕事は、その地域の警察の管理下におかれる条例が成立した。それは結果的に、
煙突掃 除の親方たちに、これまでの条例 を守らせ るための強制力 となった
(Website;EducationResources)。つまり、1840年に制定された16歳以下の
少年を煙突掃除人として使役することが、初めて実質的に禁止されたのである
(松村222)。ということは、煙道(煙突)に 入 りこんで、ススやホコリを手
で掃 きだす という、過酷で非人間的な労働が禁止されたことを意味していた。
なぜなら、16歳以上になれば、 とうぜん大人の体格になっていて、大人の体
格であれば、煙道に入ることは不可能だからである。
条例上では、1875年以降は、煙突掃除の少年がいな くなったことになる。
その結果 として、煙道に入って、ススやホコリをちょくせつブラシなどで掻 き
だすという過酷で非人間的な労働 もなくなったことになる。しかしもちろん、
条例ができたからといって、す ぐさま実効があるというわけではないのは、こ
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れまでの例か らもあきらかだ。
しか し1875年以降は、煙突掃除は、子 どもの仕事ではな く、大人の仕事に
なっていった。そして大人が、煙突の外か ら、煙突の掃除をするようになった。
人間が煙突の内部に入れないのだから、その代わ りに、先にも述べたスキャ
ンディスコープのような新 しい用具を、1827年にはジョセブ ・グラス(Joseph
Glass)が改良したように、さまざまな工夫をして煙突掃除をするようになっ
た。20世紀の中頃には、電気掃除機 と同 じ原理の掃除の用具 も発 明された
(WikipediaChimneySweep,Cullingford[2003]30)。子どもの使役の禁止
によって加速されたはずの、こうした掃除用具の発明や改良 も、煙突掃除人の
総人数の減少をもたらした。
また、暖房や料理用の燃料が、煙のたくさん出る石炭から、石油やガス、そ
れから電気に代わったこと、つまりススや煙の出にくいエネルギーへの変換 も、
煙突掃除人の需要 を減 らす方向に働いた。そして暖房においても、各部屋にあ
った暖炉から、セントラルヒーティングへ変化 した。つまり暖房の様式の変化
も、煙突の総数そのものを減少させ、煙突掃除人の必要性を減少させる要因と
なった。
さらに、煤煙による大気の汚染が深刻化 して、人びとに被害をもたらしはじ
めたことも、暖炉での石炭の使用を禁止する気運を高めた。それは結果 として、
煙突掃除人の需要を減少 させ た。た とえば、20世紀中頃の例ではあるが、ロ
ン ドンの1952年の大スモッグでは、短期間に約4000人の人が死亡 し、その後
数 カ月で死者はさらに約8000人増 えた と言われている(WikipediaGreat
Smogof1952)。その結果、1956年に条例(TheCleanAirAct)が定められ、
煙のでない燃料 を使 うことが決め られた。翌年1957年には、再 びスモッグが
大勢の死者をだす惨事 を引 き起 こしたので、条例が守 られるようになった
(WikipediaSmog)o
こういうさまざまな要因が重なって、 もっとも悲惨だった煙突掃除の少年た
ちが姿を消 し、しだいに煙突掃除人の仕事も減少し、それに伴って、煙突掃除
人の姿 も減少 した。1950年代 には、登録 された煙突掃除人は471人いたが、
1980年代 になると88人になったそうだ(Cullingford[2003]29)。現在の英国
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では、何人 ぐらいの人が、煙突掃 除人 として実際に働 いているかはわか らない。
ただ しオース トラ リアの ウイー ンには、煙突掃除人博物館 もあって、 その ウイ
ー ン に は約150人の煙 突 掃 除人 が い る よ うだ(Website;ChimneySweep
Museum)o
煙突掃除人の総数 が減少す る とともに、煙突掃除人は、多 くの人 びとに とっ
て、その きたない姿 と悲惨 な境遇で人 目をひ く、 目障 りな存在 ではな くなって
いった。煙突掃除人たちは、社会 問題 のホッ トは対象ではな くなっていった。
それに伴 って、それまで差別 され卑賎視 されていた煙突掃 除人に対す る、社会
の 目に も変化が起 きて きた。 とい うか、差 別され卑賎視 されてきた特殊技能集
団の別 の一面 を、 ふだんの生活において も、人び とがつ よ く意識 しは じめ た。
つ まり、 日常の生活において も、煙突掃 除人 を 「まれび と」 として見 なす傾 向
が生 じた と推測 で きる。
もともと、以前か ら、ベ ニタ ・カ リンフォー ド(BenitaCullingford)によ
れば、煙突掃 除人の肩 をたた くこ とや服 に触れ るこ とや煙突掃除人の影 を踏 む
こ とが、幸運 を もた らす と英 国の いろんな地方で考 えられて きた し、 それだけ
でな く、結婚 式 に幸運 を もた らす と も考 え られ て きた(Cullingford[2000]
186)。カ リンフォー ドは、結婚 式に幸運 を もた らす とい う言 い伝 えは、18世
紀の出来事 にその起源 を求め る伝 承 を紹介 してい る([2000]186)。 また、英
国の重要 なお祭 り 「五月祭(MayDay)」では、18世紀な ると、 そのお祭 りの
重要 な役割 を煙突掃除 人が にな うようにな った(Cullingford[2000]190)。
つ まり煙突掃除人は、以前か ら特別 な機会 には、幸運 をもた らす聖 な る存在 と
見 なされて きたのだ。
ドイツの例 ではあるが、正 月に煙突掃 除人に出会 うこ とは幸運なこ とだ と、
以前か ら考 え られて いた。 そ して1920～30年代 に なる と、煙突掃 除人 に街 中
で出会 うことが珍 し くな り、煙突掃除人 に出会 うこ とは、正 月でな くて も、 い
つで も幸運 だ と考 えられ るよ うになった(Website;Yronwode)。同様 に、英
国 で も、煙突掃 除人の イメー ジは、第一世 界大戦 の終結(1918年)から第二
次 世 界 大 戦(1939年)まで の 間 に、 「劇 的 に(dramatically)」変 化 した
(Cullingford[2003]29)o
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現代の英国でも、結婚式で煙突掃除人に出会 うことは、新郎新婦にとって幸
運の印だと考 えられている。そして煙突掃除人と握手したり、煙突掃除人のキ
スを受けることは、その幸運 を確かなものにすると考 えられている。(バー ト
の歌 う歌詞 「握手をすれば幸運が訪れる 投げキッスをしておくれ」も、この
伝承 と一致 している。)だか ら今 日でも、結婚式に煙突掃除人を招 くことが行
われている(Website;ChimneySweeps:HistoryandCustoms)。
実際、LuckyChimneySweepをインターネットで検索すると、ほとんど
が結婚式へ煙突掃除人を派遣するという内容のものである。現代の英国では、
煙突掃除人は、結婚式において、結婚式を祝福するための役割を担っているの
だ。つまり、幸運をもたらす聖なる存在 と見なされているのである。少な くと
も、現代の結婚式場においては、煙突掃除人は、幸運をもたらす聖なるイメー
ジをもつ存在に変わっている。賎視か ら神聖視への180度の転換である。
しか し、賎視から神聖視へ、あるいは神聖視から賎視への180度の転換は、
とくべつ珍しいことではない。特殊な技能をもつがゆえに、一般社会か ら差別
され卑賎視されてきた人びとが、一転 して、ある場面や局面では、聖なる存在
として見なされることは、世界中で広 く見いだされる現象である。
た とえば、 日本では、鎌倉時代や室町時代に、「犬神人」と呼ばれ、差別さ
れ卑賎視されていた人びとがいた。しかし一方で、祗園祭のときには鉾 をもっ
て先頭に立っていた、つまり聖なる存在になっていたし、また、正月元旦から
三 日にかけて、天皇の近 くまで行って世のケガレを清める芸能を演 じた(網 野
99)0
イン ドで も、たとえば、現在もきびしい差別にさらされている 「ヒジュラ」
と呼ばれる人びとがいる。ヒジュラの生活の糧 は一般的に 「その伝統的職業 と
しての結婚式でのパフォーマンスや、子どもの誕生を祝福する」ことや 「各戸
を回る喜捨」や 「売春」によって得 られている(石川14)。このことから、
ヒジュラと呼ばれている人びとが、卑賎視され差別されているが、一方で、あ
る局面では、聖なるもの、つまり幸運をもたらすものと見なされていることが
わかる。
こういう現象が、煙突掃除人についても生 じているのだ。16歳以下の少年
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を煙突掃除人として使役することが禁じる法律が守 られるようになって以来、
煙突掃除人のイメー ジは じょじょに変化す る素地ができ、20世紀の初頭(第
一次 と第二次の世界大戦の間)に は、大 きく転換 したと考 えられる。家内安全
の重大要素である料理 と暖房にふか く関わってきて、そして 「火」 ともふか く
関わってきた煙突掃除人が、ある局面では、幸運をもたらす聖なる存在 と見な
されるのはとうぜんの成 りゆきでもあった。
結論として、つぎのことが言える。煙突掃除人は、歴史的に見れば、悲惨で
残酷な歴史を背負っている。最初のころは、軽蔑すべ き悪辣で下卑た人間とい
うイメージをもっていた。だが、やがて時代の変化 とともに、煙突掃除人の中
でも煙突掃除の少年たちが注目されは じめ、少年たちのイメージは、きたない
けれども同情すべ き少年たちというイメージに変わり、つぎに、偽善的な大人
の社会の犠牲になっている最底辺の哀れな少年たちというイメージに変わり、
さらには、救済の手段 ももはや見つからない悲惨な少年たちというイメージに
変わった。しかし最後には大転換をとげて、煙突掃除人は幸運(ラッキー)をも
たらす聖なる存在だというイメージが、他のイメージを凌駕するようになった。
だから、映画の中で、煙突掃除人のバー トが、「(自分は)最 高にラッキー」
とか 「自分はラッキーそのものだ」 と楽しげに歌うのは、英国における煙突掃
除人のイメージの変遷を考えれば、 とうぜんでもあった。バー トの楽しげに歌
う歌を聞きながら、わたしが違和感をもったのは、煙突掃除人にかんする知識
が中途半端だったからである。
1964年に封切 りされた映画で、バー トが 「最高にラ ッキー」な存在 で、
「(自分 と)握手をすれば幸運が訪れる」 と歌い踊るのも、 とうじの観客の意識
の一面をダイレクトに反映したものだと言える。多くの人にむけて作 られてい
る映画が、 とうじの多 くの人びとの意識のある一面をダイレクトに描いている
のは、とうぜん と言えば、とうぜんでもある。
*この文章は、京都府立大学リカレント学習講座 「『メアリー ・ポピンズ』で学ぼ
う英語とイギリス社会」の第五回 「煙突掃除は素敵な稼業にあらず」という講演
(2006年11月4日)をもとにしている。
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